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1．はじめに

　愛媛県内随一の工業都市にある本校は，「自
ら学び，自ら鍛え，たくましく生きる生徒の育
成～ものづくりを通した人づくり，夢づくり，
そして，魅力ある学校づくり～」を努力目標に，
ものづくりを学校教育の中心において工業教育
を推進している。機械科，電子機械科，電気科，
情報電子科，環境化学科の5つの小学科があり，
各科 1クラスの 1学年 5クラスの編成となって
いる。愛媛県の工業高校では，平成 26 年度か
ら 3年間，県の事業として「次代を担う地域産
業技術者育成事業」を実施しており，地域に貢
献し，次世代を担う人材の育成に取り組んでい
る。

2．「機械設計」における指導方法

　本校では家庭学習の時間が少なく，授業での
学習が定着していない生徒が少なくない。また，
学習内容が少し難しいと感じると，取り組む前
にできないと諦めてしまう傾向にあった。そこ
で，「機械設計」（2年 2単位）の授業内容を効
果的に生徒たちに理解させるための指導方法を
工夫した。公式は□で囲み，記号の説明を入
れるなど一目で分かるようにした。問題の解法
についても，一定の約束事を決めて，データ，

公式，解法を必ず書かせるようにした。また，
単位の取り扱いについても［　］をつけさせ，
記号等との区別をさせるようにした。（図 1）
　授業での板書内容等もワープロで製作し，考
査前には公式のみのプリントを用意し，テスト
に向けてのまとめにしている。□の中を空欄
にして，公式の理解度を確認できるようにもな
った。（図 1，図 2，図 3）

確かな知識と技能を育成する授業実践について
―教科書・教材における，授業での効果的な学習内容―

愛媛県立新居浜工業高等学校　機械科　星加　伊佐夫

図1　板書計画の製作
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学校に持ち帰り，薬品を添加し，析出した物質
をろ過するという手順で行い，最終的に古墳の
水 150 Lから約 200 gのリン化合物を得ること
ができた。蛍光エックス線装置でリンを含んだ
化合物であることを確認した。
⑶　植物実験
　回収したリン化合物に，肥料としての効果が
あるかを調べるために，ゴーヤによる生育実験
を行った。土壌として，栄養分の乏しい校庭土
を 2つのプランターに入れ，片方だけに回収し
たリン化合物を肥料として添加し，それら 2つ
の土壌でゴーヤを育て，その発育状況を比較す
ることで，肥料としての効果を検証することと
した。
⑷　生育結果
　生育結果について，つるの長さは，リン化合
物添加なしが平均154 cmであったのに対して，
添加した土壌では平均 255 cmと約 1 m差が生
じた。ゴーヤの重さも同様に，「添加なし」が
46 gであったのに対して，「添加あり」が 208 g

と大きな差が見られ，回収したリン化合物に肥
料としての効果が確認できた。

6．活動報告の場
　この「いたすけ古墳」に対する本校の取組は，
世界文化遺産登録への気運と相まって，新聞・
テレビ等でも多数取り上げられ，平成 27 年 9
月に堺市博物館で，平成 28 年 3 月には「第 6

回百舌鳥古市古墳群講演会」にて，考古学専門
の先生方が講演される中で発表の場をいただい
た。その他にも，地域のイベントで私たちの水
質改善活動についての発表をすることで，環境
啓発活動を行っている。
7．おわりに
　これらの活動を始めて 6年，生徒の自発性，
責任感，問題解決力の向上など生徒たちの成長
には目を見張るものがあった。自分たちが行っ
た活動に対して，地域など学校外から，色々な
リアクションがあるというのは，生徒たちにと
っても非常に大きな経験となり，次の活動への
活力源になっていると感じる。また，成長して
いく生徒たちの姿を見ることは，私個人として
大変うれしく，やりがいのある教育活動である。
　この取組は，一朝一夕で解決できる問題では
ないが，今後も活動を継続し，その中で，地域・
社会に貢献できる人材を育成していきたい。

写真6　古墳濠水から回収したリン化合物

図3　リン化合物添加の有無による生育差

写真7　「第6回百舌鳥古市古墳群講演会」



26

　問題の内容を理解させるために，資料をさら
に改善し，問題のみのプリントなどを配布資料
として活用した。生徒は，授業の要点やテスト
に向けてのポイントなどをよく理解するように
なり，考査の成績もクラス全体として向上し標
準テストでも上位の結果を残せるようになった。

3．製図における指導方法

⑴　投影図プリントの製作
　製図の授業において投影図の学習の補助教材
として，全国工業校長協会の機械製図検定の投

影図の問題を CADで製作した。
　基本枠として等角図用と投影図用のマス目の
図面を作成した。出題年度等と等角図を他のレ
イヤーに描き 2枚のレイヤーを重ねた。生徒の
理解度に応じて進度の早い生徒にはかなりの量
を学習させることができるようになった。
⑵　製図模型の製作
　プリント学習だけでは空間認識が苦手な生徒
に理解させる事が難しいので，出題されている
図形の模型を製作することにした。3年生の「課
題研究」（3単位）の研究テーマに設定し，生徒
自身が，投影図から部品図を製作し，木の板か
ら加工・製作することにした。
　材料の厚さを図面の 1マスにするようにし，
模型によっては，R部分やへこんだ部分があり，
そのままでは加工できない部分ができるので分
割を工夫させるようにした。
　図 5のような立体の場合は，全部で 7個に分
割し，斜めの部分を先に加工して張り合わせた
り，張り合わせてからRの加工をして組み立て，
最後に直径が 2マスの穴を開けるようにした。
　それぞれの部品を加工し，接着後塗装をして
完成させた。
　生徒自身が模型を作る機会ができ，3年生で
の機械製図検定に向けて勉強になったと思う。
また，1年生の授業では，生徒自身が模型を手
に取り，形を確認しながら学習を進めることが
できるようになった。

図4　投影図練習プリント 図5　製図模型の部品図

図2　公式プリント1

図3　公式プリント2



27

4．「課題研究」における取組

　課題研究では実習で学んだ技術・技能を総合
し，製作実習をさせるようにしている。また，
実習では実施しない加工をすることによって，
生徒に多くのものづくりについての技能を学ば
せるようにした。
⑴　土砂運搬リヤカーの製作
　生徒がアイデアを出した部分では，機構や加
工方法を検討しながら製作していった。基本的
には，再利用の部品・材料を使用しながら低予
算で製作するようにした。
　生徒たちがいろいろな意見や工夫する点を出
しながら構造を検討し，設計・製図をして製作
に取りかかった。
　ハンドル部はガス管に砂を詰めて，ガスで加
熱しながら曲げていった。原図を描いて加工し

たが，生徒の反応はすごく良かった。ガス管の
端は，旋盤で加工して溶接で固定した。また，
前面はできるだけ簡単な構造で角度が変わるよ
うにしたいということで，可動部にはフラット
バーでステイを作り，ボスに引っかけて固定す
るようにした。

写真1　木材加工

写真2　製図模型の完成品

図6　土砂運搬リヤカーの図面

写真3　リヤカーの前部

写真4　土砂運搬リヤカー
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⑵　防災ベンチの製作
　地域に役立つものづくりがしたいとの考えか
ら，背もたれが可動式でテーブルに変わり，座
面の下にコンロを内蔵し，災害時にはバーベキ
ューコンロに利用できるベンチを製作した。
　脚部は複雑な曲線をしているので，ガス管に
砂を詰めて，ガスで加熱しながら曲げ加工した。
　コンロ部分は折り曲げ機を使って加工し，ガ
ス溶接で接合した。

　最後に，2× 1と 2× 4の木材を切断して取
り付けて完成した。背もたれは，フラットバー
でステイを作り，可動できるようにした。

5．おわりに

　「機械設計」の教材により，生徒の状況に応
じた資料作成が容易になった。欠席した生徒へ
の配付資料や苦手な生徒の考査対策など，必要
な部分を必要に応じて取り出して作成でき，多
様な状況に応えられるようになった。また，同
じ教材を使うことにより，他の教員との意識統
一も可能となった。
　生徒は，「課題研究」などにおける主体的な
ものづくりにおいては，積極的に学ぶことがで
き，「実習」のカリキュラムでは体験できない
ことを体験し，多くの知識・技能を得ることが
できている。授業実践では，教材づくりと並行
して生徒たちの意識を向上させるための対応も
必要であると感じた。生徒自身が工業高校での
学習について積極的に取り組む姿勢を持たせる
ことが効果的な学習につながると考える。
　今後も生徒の意識を向上させながら，授業で
の効果的な学習内容を研究・実践していきたい。

図7　ベンチの図面

図8　脚部の製作

写真5　完成したベンチ 写真6　コンロに変形した様子
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